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2026 年５月 15 日 

各 位 

会 社 名       大王製紙株式会社 

代 表 者 名       代表取締役 社長執行役員 若林 賴房 

（コード番号  3880 東証プライム） 

問 合 せ 先       経営管理本部 経理部長  張能 太子 

（TEL. 03-6856-7500） 

 

関係会社出資金評価損の計上（個別決算）及び 

2026年３月期通期連結業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

当社は2026年３月期の個別決算において、関係会社出資金評価損を特別損失に計上しました。また2026年

３月期の通期連結業績予想と本日公表の実績値との間に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいた

します。 

記 

１．関係会社出資金評価損の計上（個別決算）について 

当社が保有する関係会社出資金のうち、海外連結子会社である大王(南通)生活用品有限公司において、

構造改革の効果は計画以上に発現されているものの、実質価額の著しい低下に対して取得価額までの回復

見込がないことから減損処理を行い、関係会社出資金評価損 12,053 百万円を特別損失に計上しました。 

なお、当関係会社出資金評価損は、連結決算においては消去されるため、連結業績に与える影響はあり

ません。 

 

２．2026 年３月期通期連結業績予想と実績値の差異（2025 年４月 1 日～2026 年３月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 
前回発表予想（Ａ） 670,000 22,000 14,000 5,000 30.04 

今回実績値 （Ｂ） 666,770 24,032 21,339 8,886 53.73 

増減額（Ｂ-Ａ） △3,229 2,032 7,339 3,886  

増減率（％） △0.5％ 9.2％ 52.4％ 77.7％  

(ご参考)前期実績 

(2025 年３月期) 
668,912 9,807 4,530 △11,197 △67.29 

 

３．差異の理由 

2026 年３月期通期の連結業績につきましては、売上高は概ね予想値どおりに進捗しました。ホーム＆パ

ーソナルケア国内事業における価格改定の浸透、ホーム＆パーソナルケア海外事業における構造改革効果

の発現が計画を上回ったことに加え、円安進行に伴う外貨建て親子ローンに対する為替差益の計上等によ

り、営業利益及び経常利益は予想値を上回る実績となりました。 
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親会社株主に帰属する当期純利益は、2026 年３月 18日公表の「特定子会社の異動（譲渡）、固定資産の

譲渡、北越コーポレーション株式会社（証券コード：3865）に対する公開買付けに準ずる行為として政令

で定める買集め行為に関するお知らせ」に記載のとおり、当社連結子会社 Forestal Anchile LTDA.（フォ

レスタル・アンチレ社）の持分の一部譲渡に伴い、特別損失として子会社持分譲渡損失引当金繰入額 1,776

百万円を計上しましたが、経常利益までの増益影響により予想値を上回る実績となりました。 

以 上 


